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宮城県１ 浸水被害痕跡調査結果（令和元年12月23日 県・大河原町・村田町合同調査による）

霞堤

霞堤

鹿野川

関場川

越水洪水時の樋管操作
はできなかった

発電機が浸水し
洪水時に使用不可

民家で約0.5m
の浸水

浸水により
地域が孤立した

白石川（荒川合流部）のピーク水位は
TP+15.5m程度(HWLはTP+16.57m) 浸水範囲

越水

越水
亘理大河原川崎線

緊急輸送道路（２次）

巻橋上流は堤防天端近くまで
水位が上昇しており、
巻橋下流は堤防天端から約1mの
ところに洪水痕跡があった

※浸水範囲、越水箇所については大河原町、村田町提供資料による 1



宮城県

2

２ 荒川流域における課題

浸水被害痕跡調査により課題を共有し、対応案を検討する。

●一部堤防高が低い箇所があり、越水した
●河川狭窄部(巻橋)が流下阻害の要因となった

課題１ 河川等における課題

●霞堤は機能したが、浸水により地域が孤立した
●内水排除ポンプの発電機が浸水し使用不可となった
●適切に排水樋管が操作できず逆流した
●内水・外水の氾濫があった

課題２ 荒川流域における課題

●浸水により地域が孤立し、逃げ遅れた住民がいた

課題３ ソフト対策の普及における課題
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３ 流域治水の施策のイメージ

※R2.10 流域治水の推進に向けた関係省庁実務者会議資料に加筆
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４－１ グリーンインフラの取り組みの推進･･･県土木事務所，県地方振興事務所，大河原町，村田町，柴田町

対策４ グリーンインフラの取り組みの推進（自然環境対策）

４ 流域治水対策（案）の検討

水災害リスクを把握のうえ，各構成機関において進めている整備，計画，ソフト対策などを
確認し，流域治水対策１から４における今後の方向性，目標，対策メニューなどを検討する。

１－１ 河道掘削，支障木伐採や堤防強化･･･県土木事務所
１－２ 河川狭窄部となる巻橋の撤去･･･大河原町，村田町

対策１ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策（河川における対策）

２－１ 霞堤の機能がある地区の保全･･･村田町
２－２ 農業水利施設の活用（排水強化）･･･村田町，土地改良区
２－３ 適切な排水樋管や排水機場の操作･･･大河原町，村田町，土地改良区
２－４ 雨水貯留機能の拡大（田んぼダム）･･･大河原町，村田町
２－５ 流水の貯留･･･村田町
参考１ 雨水貯留機能の拡大（各戸貯留、校庭貯留等） ･･･大河原町，村田町，柴田町
参考２ 土地利用規制などによる被害対象を減少させる対策の位置づけ･･･柴田町
参考３ 浸水範囲を減らす対策･･･大河原町，村田町

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

３－１ 河川における監視体制の強化･･･県土木事務所
３－２ 市町村における避難態勢の強化，マイタイムラインの作成など住民等も含めた対策内容を記入

･･･県土木事務所，大河原町，村田町，柴田町

対策３ 被害の軽減，早期復旧，復興のための対策（ソフト対策）
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１－１ 河道掘削，支障木伐採や堤防強化･･･県土木事務所

対策１ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策（河川における対策）
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■河道掘削
河道内の堆積土砂等を掘削し，河積を増大させ，流下能
力を向上させます。

掘削前 掘削後

【荒川（村田町）】

■支障木伐採
高水敷に繁茂し，河積阻害となっている支障木を伐採し，
流下能力を向上させます。

伐採前 伐採後

【白石川（大河原町）の例】

■対策箇所

白石川

荒川
新川

一般国道４号

凡例
河道掘削，支障木伐採

(主)亘理村田蔵王線

(主)亘理村田蔵王線

巻橋

小谷地橋

荒川橋

本関場橋

新韮神橋

岩渕堰

二丁町堰

約
2.
7km 新川橋下流

砂崎橋

今
後
予
定



１－１ 河道掘削，支障木伐採や堤防強化･･･県土木事務所

対策１ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策（河川における対策）
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■堤防強化（堤防高不足箇所の解消等）
堤防沈下箇所の嵩上げや天端舗装等により堤防機能を
強化します。

表層工（再生密粒度Ａｓ１３）ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工（ＲＣ－４０）ｔ＝１０ｃｍ

１：２．０

313

5000

4000 500

100

500

整備前 整備後

【天端舗装の例（白石川・大河原町】

【堤防嵩上げの例】

整備前 整備後

堤 体

嵩上げ

■対策箇所

白石川

荒川 新川

一般国道４号

凡例
堤防強化（実施済）
堤防強化（実施予定）

巻橋

荒川橋

本関場橋
新川橋

田辺橋

新韮神橋

約
1.
5km

約
1.
2k
m

(主)亘理村田蔵王線

(主)亘理村田蔵王線

約
0.6km

熊野橋



１－２ 河川狭窄部となる巻橋の撤去･･･大河原町，村田町
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対策１ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策（河川における対策）

撮影日：令和元年10月13日 6:40頃

■東日本台風の出水状況

荒川に架かる巻橋の上流側より撮影

【参考】

■巻橋の撤去

流下能力阻害要因の一つである巻橋を撤去し、更なる流下能力
の向上を図ります。

掘削

撤去
掘削



２－１ 霞堤の機能がある地区の保全･･･村田町
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非浸水域
浸水域

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

出典：国土交通省北陸地方整備局ＨＰ

①洪水調節（洪水時遊水機能）
開口部から一時的に洪水を遊水させ洪

水調節効果を発揮。特に緩流河川におい
て効果的

【参考】霞堤とは、堤防の下流端を開放し、下流側の次の堤防の上流端を堤内に延長させ、
堤防を重複させるように作った不連続な堤防

■霞堤の機能
②氾濫水を河道に戻す機能
破堤の際、氾濫水を本川に戻す効果を発揮

■荒川流域で霞堤の機能を有する地点
①荒川 左岸（新川合流付近）
②沼田川 左岸（荒川合流付近）
③寄門川 右岸（新川合流付近）

①

②

③

③寄門川 右岸
（新川合流付近）

寄門川

新川荒川

③

①

①荒川 左岸
（新川合流付近）

②沼田川 左岸（荒川合流付近）

荒川

沼田川

関場川

②



２－２ 農業水利施設の活用（排水強化） ･･･村田町，土地改良区
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対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

提供：宮城県大河原地方振興事務所

■排水機場の耐水化等により，機場の浸水リスクを回避し，豪雨時における地域の湛水被害を防止
します。（鹿野排水機場，新舟渡排水機場，沼辺排水機場，南田排水機場）

令和元年東日本台風の浸水実績 ▼

令和元年東日本台風の浸水実績 ▼

令和元年東日本台風の災害復旧において，建屋の水密性向上のため，浸水実績に
対応した高さ（H=0.9m）で角落としゲートを設置

【新舟渡排水機場における対策】

対策前 対策後

0.9ｍ



２－３ 適切な排水樋管や排水機場の操作･･･大河原町，村田町，土地改良区
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対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

■排水樋管操作
既設樋管の操作規則を再編成します。（青川樋管）

荒川

新川

新堀

沼田川

関場川

寄門川

鹿野川

■対策箇所

■排水機場（ポンプ）操作
既設排水機場の操作規則を再編成します。

（鹿野排水機場，新舟渡排水機場，沼辺排水機場，南田排水機場）

青川樋管

南田排水機場
新舟渡排水機場

鹿野排水機場

沼辺排水機場

青木樋門（大河原町）

新舟渡排水機場（村田町）
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２－４ 雨水貯留機能の拡大（田んぼダム）･･･大河原町，村田町

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

出典：宮城県ＨＰ

水田の排水がそのまま排水路へ流れ，
排水路の水位が上昇します

パイプよりも小さな穴の開いた板等の調整
装置を取り付け，ゆっくりと排水を流すこ
とで，排水路の急激な水位の上昇を防ぎます

出典：いいっちゃね、みやぎ仙南！＃んだから～

■既存施設の雨水貯留の活用策として、
「田んぼダム」の導入について検討します。

【試験運用の例（柴田町葉坂地区）】

排水路の急激な水位上昇
を抑え、溢水を防止

上流の水田に水を貯める
ことにより、排水路への
流出が緩やかに

・下流域の浸水被害を軽減
・排水機場の運転時間が減少
・河川への吐出が緩やかに

・下流域の浸水
・排水機場の運転時間が長い
・河川への吐出が増大
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２－５ 流水の貯留･･･村田町

■利水ダム等において貯留水を事前に放流し，
洪水調節に活用

大雨が予想されるとき際に、あらかじめ水
位を下げること等によって、洪水調節機能を
発揮させ、下流域の氾濫被害リスクを低減さ
せます。

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

【阿武隈川水系（阿武隈川下流）治水協定の例】

村田ダム（阿武隈川水系荒川）
完成年度：昭和55年
かんがい面積：465.4ha
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参考１ 雨水貯留機能の拡大（各戸貯留，校庭貯留等）･･･大河原町，村田町，柴田町

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

■校庭貯留
流出抑制の取組として，学校校庭に

雨水貯留浸透施設を整備します。

【校庭貯留の例】
貯留浸透施設の説明看板を

設置し，児童・生徒への治水
施設（流域対策）の必要性の
理解に繋がっている。

出典：江戸川流域治水協議会 流域対策事例集

貯留施設（洪水時）

説明看板

出典：多賀城市ＨＰ

出典：第3回 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 資料3

■各戸貯留浸透施設

土地利用と一体
となった遊水機能
の向上として，
流域内の住宅敷地
等を活用した様々
な流出抑制対策を
推進します。

【各戸貯留の例（多賀城市）】

説明看板

＜参考＞
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参考２ 土地利用規制などによる被害対象を減少させる対策の位置づけ･･･柴田町

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策） ＜参考＞

■柴田町立地適正化計画

○防災指針 施策実施の位置図

出典：柴田町ＨＰ

○町の防災に関する施策とスケジュール

○都市防災上の課題
・市街地のほぼ全域が浸水範囲
・建物の１階部分が浸水する浸水深３ｍ以上
の浸水範囲の箇所は，船迫地区の国道４号
周辺，槻木駅と国道４号に囲まれた市街地，
東船岡地区で見られる。



参考３ 浸水範囲を減らす対策･･･大河原町，村田町
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■令和元年東日本台風時に河川が越水し、家屋浸水などの被害が発生したことを踏まえ、今後の豪雨に対し、再度災害防止を
図るため、防災・減災対策等強化事業推進費を活用し、緊急的に道路に越水対策工事（止水壁工）を実施し、地域住民の
安全・安心を確保します。

非浸水域
浸水域

対策２ 被害対象を減少させるための対策（流域における対策）

出典：国土交通省東北地方整備局ＨＰ

【参考】防災・減災対策等強化事業推進費

大雨や地震等による災害を未然に防ぐ事前防災対
策のうち地域等の課題が解決し事業の実施環境が新
たに整った対策や、大雨による浸水被害が発生した
地域において再度の被災を防止するために緊急的に
実施する対策に対して年度途中に機動的に予算を配
分し、防災・減災対策を強化する予算

【事例】市道駅前花島線の越水対策（角田市横倉字左関地内）

＜参考＞



３－１ 河川における監視体制の強化･･･県土木事務所

危機管理型水位計設置数
１２３箇所（R４．4時点）

■洪水に特化した低コストの危機管理型水位計や災害時に画像・映像による災
害情報を発信し，適切な避難判断を促すために機能を限定した低コストの簡易
型河川監視カメラを町と意見交換しながら必要に応じて設置していく。

簡易型河川監視カメラ
（新川・村田町）

危機管理型水位計
（新川・村田町）

簡易型河川監視カメラ設置数
６５箇所（R４.4時点）

■河川流域情報システム(MIRAI)
インターネットと接続し,県民・市町村，
関係機関に対して，県民の皆さまの迅速か
つ円滑な避難行動に向けた情報提供手段の
充実を図ります。

対策３ 被害の軽減，早期復旧，復興のための対策（ソフト対策）
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○ 市町村や地域ニーズに応じて，危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラを整備するとともに，町の広報誌等の媒体を活用し，
住民への啓発を行います。また，河川流域情報システム(MIRAI)を通じて，河川情報をリアルタイムに提供します。

スマートフォンＱＲコード

簡易型河川監視カメラ
（荒川・村田町）

危機管理型水位計
（荒川・村田町）

危機管理型水位計
簡易型河川監視カメラ

危機管理型水位計
簡易型河川監視カメラ

水位周知河川
基準観測所
（村田町本関場）

【設置箇所（村田町）の例】

ＰＣ版
https://www.dobokusougou.pref.miya
gi.jp/miyagi/servlet/Gamen1Servlet

スマートフォン版
https://www.dobokusougou.pref.miya
gi.jp/miyagi_sp/

【設置位置】

出典：川の水位情報 危機管理型水位計



○ マイタイムラインの作成，防災訓練及び防災教育等の取組を促進します。

３－２ 市町村における避難態勢の強化，マイタイムラインの作成など住民等も含めた対策内容を記入
･･･県土木事務所，大河原町，村田町，柴田町

■各家庭のマイタイムラインの作成を通じて，災害時の行動への
意識を高める

例：柴田町のマイタイムライン作成様式

■防災訓練・防災教育を通して県民の水防災意識を高める。

出典：マイタイムラインかんたん検討ガイド，国土交通省

■継続的に国管理区間，県管理区間の重要水防箇所の合同巡
視を実施し，危険個所の共通認識・水防体制の強化を図る。

重要水防箇所の合同巡視の様子（6月30日）
要配慮者利用施設
管理者向け説明会

市町村主催の施設向け
説明会の支援
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対策３ 被害の軽減，早期復旧，復興のための対策（ソフト対策）



■事業継続（ＢＣＰ）

出典：国土交通省関東地方整備局
荒川下流河川事務所ＨＰ

出典：宮城県ＨＰ

地域防災力向上のため,防災教育や防災訓練に
合わせ,被災体験，事実及び教訓等を地域で共有
し,後世に伝承することで,水害に対する防災意識
の醸成,啓発,向上を図ります。

■災害伝承

出典：宮城県ＨＰ

災害時においても事業を継続し，仮に被災した
場合でも円滑に事業を復旧するため，県内の市町
村，各下水道管理者，企業に対して，BCP作成を
促進します。

出典：国土交通省ＨＰ

新しく定住する住民に対しても，地
域の水害の危険性を実感できる工夫

宮城水害記録集
過去洪水実績浸水深の掲示例
(まるごとまちごとハザード
マップ取り組み事例)
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３－２ 市町村における避難態勢の強化，マイタイムラインの作成など住民等も含めた対策内容を記入
･･･県土木事務所，大河原町，村田町，柴田町

対策３ 被害の軽減，早期復旧，復興のための対策（ソフト対策）
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４ー１ グリーンインフラの取り組みの推進･･･県土木事務所，県地方振興事務所，大河原町，村田町，柴田町

対策４ グリーンインフラの取り組みの推進（自然環境対策）

■流域治水プロジェクトを進めるにあたっては、流域内の自然環境が有する多様な機
能（グリーンインフラ）も活用し、生態系ネットワークの形成や自然再生、川を活か
したまちづくり（かわまちづくり）等の取り組みにより、水害リスクの低減に加え、
魅力ある地域づくりを積極的に推進する。

①自然な水際を創出

②魚道の設置

③ワンドの保全・再生

【北川河川公園（川崎町）の例】

出典：国土交通省ＨＰ



宮城県

20

５ 荒川流域における課題と対応

浸水被害痕跡調査により課題を整理し、関係機関との間で情報共有を図る。

１－１ 河道掘削，支障木伐採や堤防強化
１－２ 河川狭窄部となる巻橋の撤去

対策１ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策

２－１ 霞堤の機能がある地区の保全
２－２ 農業水利施設の活用（排水強化）
２－３ 適切な排水樋管や排水機場の操作
２－４ 雨水貯留機能の拡大（田んぼダム）
２－５ 流水の貯留
参考１ 雨水貯留機能の拡大（各戸貯留，校庭貯留等）
参考２ 土地利用規制などによる被害対象を減少させる

対策の位置づけ
参考３ 浸水範囲を減らす対策

対策２ 被害対象を減少させるための対策

３－１ 河川における監視体制の強化
３－２ 市町村における避難態勢の強化，

マイタイムラインの作成など
住民等も含めた対策内容を記入

対策３ 被害の軽減のための対策（ソフト対策）

●一部堤防高が低い箇所があった
●河川狭窄部(巻橋)が流下阻害の要因となった

課題１ 河川等における課題

●霞堤は機能したが、浸水により地域が孤立した
●内水排除ポンプの発電機が浸水し使用不可となった
●適切に排水樋管が操作されなかったため逆流した
●内水・外水の氾濫があった

課題２ 荒川流域における課題

●浸水により地域が孤立し、逃げ遅れた住民がいた

課題３ ソフト対策の普及における課題

４－１ グリーンインフラの取り組みの推進

対策４ グリーンインフラの取り組みの推進(自然環境対策)


